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「砂紋と夕日の街プロジェクト」とは良いですね。

その日にカップルが来ると何か記念品がもらえるとか、
結婚記念日でも良いので何か記念日の記録が残せる
仕掛けをするのはどうでしょうか。

なかなか素晴らしいご意見ですね。

その上、カップルは恋が成就したなんて話題になれば
有名になるきかっけになるかもしれません。
まあ、少し下世話すぎるかもしれませんが・・・。

いえいえ、インチキでなければそれも話題の一貫です。
では「砂紋と夕日の街プロジェクト」をスタートしましょうか。
皆さんに賛同いただければ、これから一年間の計画を立案します。
リーダーは江田島さんで良いですか？
良ければ計画も江田島さんに立案して頂こうかと思います。

いえいえ、これからが本番ですから。
それはそうとブログも進んでいるようですね。
ブログが順調であれば、次はホームページの制作ですね。

遂にホームページの制作ですか！
でも、低予算で制作してくれる会社なんてあるのでしょうか？

実は、先日帰省してすぐに「クラウドソーシング」を活用して
協力者を募りました。
予算がないので低予算でホームページを制作して欲しいと募集したところ
１００名を超える方の応募がありました。

知らない間に制作者の募集まで・・・ありがとうございます！

偶然にも応募者の中にこの街の出身者がいたので、
その方に依頼しようかと思っています。いかがでしょう？

この方は、これまで制作されたホームページも
素晴らしいデザインですね。
予算的にも問題なさそうですし、是非お願いします。

では、この方にお任せ致しましょう。
これからのやりとりは江田島さんが直接行ってください。これも勉強です。

はい。

思いも直接伝えられますし、ホームページ制作のノウハウも学べます。
どんなホームページにしたいかをこのシートに書き込んで制作者へ
送ってください。

初めてのことばかりですが、勉強しながら取り組んでいきます。

そんな中、ある人物が発言した。
「この地は砂紋が日本一美しいと言われているよ。
江田島は砂紋柄の革製品を作り始めたんだろ？
夕日が砂丘に落ちる様子は、幻想的で綺麗だから話題にできるんじゃないかな。」
その意見に賛成の声が上がった。
「この街は砂紋と夕日だな。」
「話題にするなら一年で一番、砂紋と夕日が綺麗な日にイベントをしよう。」

参加者全員が異論はないということで、その日の内に役割分担が決められた。
散会した後、福山は江田島と、江田島の店に移動した。

今日はわざわざお越し頂きありがとうございました。
プロジェクトのスタートまで出来て何とお礼を言っていいやら・・・。


